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Ｉ Ｓaw Ａll Ｃhina（その 17）!! 

― 蘇州市のＣＳＣの潜在的過渡期業態 ― 

 

コミュニティ型ＳＣ（ＣＳＣ）はアメリカでは 1960 年代に繁盛し、1970 年代から長期低落化の
道を歩み、現在は田舎の一部を除いて淘汰されています。 
日本でもＣＳＣは 1970 年から 1980 年代に繁盛し、1990 年代から長期低落化の道を歩み、今は一

時期の売上の半分になっています。いずれにしてもＧＭＳを核店とするＣＳＣはアメリカでも日本
でも過渡期業態です。 
本来ＣＳＣは、日本もアメリカもＧＭＳが核店となって専門店街と一体化した中型ＳＣですが、

中国ではＧＭＳのワンランク下の業態であるハイパーマーケット（商品密度の低い山積み型陳列の
ディスカウント志向の総合業態）を核店としてＣＳＣを形成しています。このハイパーマーケット
はヨーロッパを起源とする総合業態でアメリカでも失敗し、日本でも失敗し、韓国でも失敗した業
態です（ヨーロッパのハイパーマーケットは一部を除いて完成度の低い総合業態です）。それゆえに、
ハイパーマーケットはＳＳＭに包囲網されると成立しないとの基本原則があり、ＳＳＭの充実して
いるアメリカや日本や韓国で苦戦し退店しました。また、ＧＭＳの食品もＳＳＭの包囲網に対抗出
来ず、アメリカではＳＣの中に食品業態は存在せず、日本もＣＳＣの過渡期業態の中では食品業態
はＳＳＭに切り崩されています。 
中国でハイパーマーケットを核店とするＣＳＣは、２つの決定的な課題を持っています。 
①核店であるディスカウント志向のハイパーマーケットと専門店街は購買動機が異なるため相乗
効果が基本的には発揮できない（ＧＭＳや百貨店と専門店街は相乗効果が発揮出来る。） 

②ハイパーマーケットが専門店との回遊性の低い配置や強制一方通行型のモールは核店と専門店
との相乗効果が低い。 

この様に、中国のＣＳＣは「核店の性格」と「全体の回遊性」の２つのＳＣとしての課題を持ち、
「ＳＣとしての完成度が低い」と言えます。（六車流：流通理論）。 
ただでさえ、ＣＳＣは過渡期業態であるのに、ＳＣとしての完成度が低いことは中国のＣＳＣに

は致命的な欠陥があります。 
蘇州市で４つのＣＳＣを視察（2012 年３月 30 日）しました。それぞれのＣＳＣをＭＤｉｎｇ（業

態ミックスやテナントミックス）と回遊性の観点から見ると次の通りです。 
①テスコを核店としたＣＳＣ 
１Ｆを専門店街、２Ｆ（食品）・３Ｆ（非食品）にテスコが配置され、強制一方通行型の回遊
性モールであり、非食品を通らないと食品売場へ行けない様な非常に客にとって不便な回遊導
線となっています。 
②カルフールを核店としたＣＳＣ 
Ｂ１にカルフールによりＣＳＣを形成していますが、テスコ同様に強制一方通行型回遊モール
であり客にとって不便な回遊導線のＣＳＣであり、過渡期業態です。 
③大潤発を核店としたＣＳＣ（ＲＴマート） 
１Ｆは食品ですが、２Ｆへ行かないと食品売場へは行けない回遊導線です。また、３Ｆに駐車
場を配置し、２Ｆにはサブ核店を配置し、１Ｆに専門店街を形成しています。ただ、大潤発の
売場は商品密度が高く、テスコやカルフールのスカスカ・ツミツミの売場ではなく、テスコや
カルフールよりはましなＭＤｉｎｇです。 
④オーシャンを核店としたＣＳＣ 
１Ｆと２Ｆに専門店、２Ｆにオーシャンを核店として配置し、専門店と核店の回遊性はテスコ
やカルフールや大潤発より相当高くなっています。オーシャンの商品密度は高く、市場型の対
面・モリモリ陳列、バザール型販売をして、迫力のある売場を形成しており、ハイパーマーケッ
トのＭＤｉｎｇとしては見事です。 

ＣＳＣは過渡期業態ですが、その中でもＳＣの完成度（核店と専門店の相乗効果と回遊性）の評

価と核店のＭＤｉｎｇの評価は次の通りです。 

 テスコ カルフール 大潤発 オーシャン 

ＳＣの完成度の評価 30 点 30 点 50 点 60 点 

核店のＭＤｉｎｇ 50 点 50 点 60 点 80 点 

総合評価 40 点 40 点 55 点 70 点 
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